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先日、地元の消費者の会から研修会講師の依
頼をいただきました。テーマは  今わたしたちが
できること  環境をまもるために）」というもの。
担当の方との打ち合わせで、里山に興味がある
とのことでしたので、講演は里山の話から始め
ることにしました。

じつは 2001年～2005年にかけて、前の職場
であった長野県環境保全研究所が行った 信州
の里山の環境保全のための総合研究」に携わり
ました。研究を通して感じたのは、里山が抱える
環境問題は、生物多様性、地域の歴史文化、農林
業や観光など、実に幅広い事柄に関係し、それら
相互の関わりの中にこそ問題の本質があるとい
うことでした。
具体例をあげれば、 里山の希少生物の絶滅」
←  中山間地の農地や森林の荒廃」
←  耕作放棄地等の拡大」←  人口
減少と高齢化」←  地域コミュニテ
ィーの衰退」にみられるような相
互関連の図式です。これにはさら
に気候変動や鳥獣被害対策、健康
福祉や防災、教育、エネルギー供給
や廃棄物処理等との関連も含まれ
ます。
こうなると、もはや  里山保全」
は狭い意味での環境問題という枠
を超え、 地域づくり」や  文明論」

にもつながります。言い換えると、 里山の環境
問題」は里山に暮らし、あるいはそこに関わる人
たちすべての生き方の問題にもなるわけです。
一方で、地域の自治体で環境分野を担当する
方からは  環境問題は対象が広すぎて、いったい
何から手をつけたらいいのか」という悩みを拝
聴してきました。そこには、問題の大きさや拡が
りがわかってくると、逆に一担当課では背負い
きれない現状を知ることにもなり、どうにもな
らないジレンマがあるようです。
ことは里山の問題に限りません。今日の環境
問題は、公害防止や、省エネ対策といった個別の
課題をはるかに超え、境界が引けないところに
まで波及しています。まずそのことを冷静に受
け止める必要があります。
この時代状況を明確に示すのが国連が 2030
年に向けて採択し、世界が合意した SDGs  持続
可能な開発目標）です。これからの環境保全への
取り組みは、個別の問題への対応に特化するの
ではなく、人間社会としての共通の目標を分か
ち合ったうえで、地域の中でできるところから
一人一人が行動し連携する時代になったようで
す。もう一人でジレンマを抱えこむような時代
ではありません。
わたしの今日一日の行動が環境保全につなが
り、世界を変えていく。特別の立場の誰かが問題
を背負うのではなく、共感をもちつつ誰もが行
動し参加していく、そういう時代になる。まずは
SDGs の 17 の目標と 169 のターゲットをわが
こととして受け止めるようにしたいと思います。

境界がなくなる時代へ 
 

＜寄稿＞  

いいづな歴史ふれあい館館長 富樫 均

 

北信濃、飯綱町の里山風景
＊ここには山間地型 里山 A）と高原型 里山 B）の
ふたつの里山があります
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―――――――――――🌍🌍地球温暖化防止活動推進センター通信🌎🌎―――――――――――

○県 センター✱啓発パネル＆省エネ機器貸出ベスト！
（ 年度）

県センターでは、 種類の啓発パネルと 種類の省エネ実験機器を、県内の環境イベントや推進
員の出張講座などに貸し出しています。 年度の貸出は、台風 号の被害や新型コロナウィル
ス感染症の影響で環境イベントが多数中止になってしまったため、例年よりも少ない 件でした。
そのなかで人気の高かったものをご紹介します。今年度もご利用お待ちしております。

啓発パネル 省エネ実験機器
【こども向け】 ってなに？ ✪
（ 枚組） エアロバイク発電機 ✪

 

【手回し発電機】浮き浮き実験器 ✪

微風風力発電機 …今年も不動の首位✨

【こども向け】地球があつくなっている
（ 枚組） …今年も 2 位にランクイン！

私たちができることシリーズ
・うちエコ！アクション①➁
・エコドライブをしよう！

初登場で 1 位                               

📀📀‟プラスチックごみ問題“を知ろう📖📖

👈👈 『プラスチックごみ 日本のリサイクル幻想』
👉👉図書『図解でわかる 歳からのプラスチックと

環境問題』、貸出リストに加わりました！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
🚮🚮 5/30 は“ゴミゼロの日”
プラスチックごみによる海洋汚染が世界的に大きな問題
となり、海洋生物による誤食や、紫外線等による劣化で
5mm 以下となった「マイクロプラスチック」の生態系
への影響も深刻です。海ごみの 7～8 割は陸域から川を
通じて海に出ているといわれます。長野県は、太平洋・

日本海に流れ込む河川を有する‟上流県“。県では、生活スタイルの見つめ直しからプラスチックと賢く
付き合う【信州プラスチックスマート運動】を展開中です。 👉👉詳しくは県ホームページへ

🐢🐢意識して ‟選択“―― ストロー、使い捨てフォーク・スプーン、要らないときは断りましょう。
🐢🐢少しずつ ‟転換“―― マイバッグ・マイボトル・マイ箸、詰め替え製品を使ってみませんか？
🐢🐢分別して ‟回収“―― 使い終ったプラスチックはきちんと分別回収へ。

7 月からレジ袋有料が義務化に！ この機会に他の使い捨てプラスチックも見直してみませんか？

は自転車月間🚴🚴 は国際生物多様性の日

ペダルをこぐと
こぐまのトンピーが
笛を吹いて太鼓をたたくよ♪
バルーンや扇風機も人気

念願の 1 位
手回し発電機で

紙風船の地球を浮かせよう

✪

✪

✪
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